
「
藤
島
地
域
教
育
振
興

会
議
」
が
、
１
月

日
に

26

第
３
回
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
藤
島
中
改
築
に
伴
い

ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
を

実
現
し
た
い
か
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
協
議
意

、

（

）

。

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
す

「
複
線
化
」
の
流
れ

「
小
中
一
貫
教
育
」
の

歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

最
初
に
「
小
中
一
貫
教

育
」
を
導
入
し
た
の
は
広

島
県
呉
市
で
し
た
。

２
０
０
０
年
度
に
、
文

部
省
研
究
開
発
学
校
の
指

定
を
受
け
、
３
小
学
校
と

１
中
学
校
を
統
合
し
ま
し

た
。背

景
に
、
２
年
前
の
１

９
９
８
年
の
中
等
教
育
学

校
（
中
高
一
貫
校
）
導
入

が
あ
り
ま
し
た
。

呉
市
は
当
時
、
工
場
誘

致
の
た
め
に
財
政
が
ひ
っ

迫
し
て
、
学
校
統
廃
合
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
小
中
一
貫
教
育
の
実
証

『的検
証
』
１
０
７
頁
。）

２
０
０
３
年
に
、
構
造

改
革
特
別
区
域
研
究
開
発

学
校
（
特
区
研
発
）
が
創

設
さ
れ
、
こ
れ
を
利
用
し

て
、

年
度
か
ら
東
京
都

04

品
川
区
が
、

年
度
か
ら

06

三
鷹
市
が
、
小
中
一
貫
教

育
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

戦
後
の
６
・
３
・
３
制

の
「
単
線
型
」
学
校
制
度

、「

」

か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
成
す
る
新
自
由
主
義

的
な
「
複
線
化
」
の
流
れ

を
つ
く
り
ま
し
た
。

安
倍
「
教
育
再
生
」

２
０
０
６
年
９
月
に
第、

１
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し

「

」

月
に
教
育
再
生
会
議

10を
設
立
し
て
、

月
に
教

12

育
基
本
法
を
改
正
し
ま
し

た
。「

戦
争
で
き
る
国
づ
く

り
」
は
「
教
育
」
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
愛
国
心
や

家
庭
教
育
条
項
を
書
き
込

み
、
義
務
教
育
は
「
別
に

」

、

法
律
で
定
め
る
と
し
て

小
中
一
貫
教
育
の
制
度
化

に
道
を
開
き
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
は
１
年
後
の

年
９
月
で
退
陣
し
、
民

07主
党
政
権
に
な
り
ま
し
た

が
、

年
に
は
、
教
育
課

08

程
特
例
校
制
度
が
創
設
さ

れ
（
特
区
研
発
）
の
全
国

、
展
開
が
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
「
優
遇
」

年

月
に
第
２
次
安

12

12

倍
内
閣
が
発
足
し
、

年
13

１
月
に
「
教
育
再
生
実
行

会
議
」
が
つ
く
ら
れ
、
14

年
７
月
の
同
会
議
「
第
５

次
提
言
」
で
「
義
務
教
育

、

学
校
」
の
制
度
化
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
し
ま
し

た
。

年
５
月
に
、
文
部
科

14
学
省
は
初
め
て
、
小
中
一

貫
教
育
の
実
態
調
査
を
お

こ
な
い
、
同

月
の
中
教

12

審
答
申
で
「
小
中
一
貫
教

、

育
の
制
度
化
」
が
提
言
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て

年
６
月
の
学

15

校
教
育
法
改
正
で
「
義
務

、

教
育
学
校
」
が
制
度
化
さ

れ
ま
し
た
。

年
に
は
、
義
務
教
育

16
学
校
の
建
設
費
は
、
国
庫

負
担
の
対
象
が
３
分
の
１

か
ら
２
分
の
１
に
優
遇
さ

れ
ま
し
た
。

上
か
ら
の
安
倍
「
教
育

再
生
」
に
対
し
て
、
批
判

的
に
思
考
し
、
考
え
抜
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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上
か
ら
の「
小
中
一
貫
教
育
」

村
の
四
季

30
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

在
郷
軍
人
と
本
土
決
戦、

戦
争
が
熾
烈
を
き
わ
め

敗
色
が
濃
く
な
り
、
本
土

決
戦
に
対
処
す
る
た
め
、

昭
和

年
６
月
に
は
「
義

20

勇
兵
役
法
」
が
施
行
さ
れ

た
。

歳
以
上
～

歳
以
下

15

60

の
男
子
と
、

歳
以
上
～

17

歳
以
下
の
女
子
が
国
民

40

、

義
勇
戦
闘
隊
に
編
入
さ
れ

赤
紙
（
召
集
令
状
）
不
要

で
、
随
時
何
人
で
も
召
集、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が

幸
い
不
用
に
終
わ
っ
た
。

私
の
同
級
生
の
故
・
土

田
昭
太
郎
さ
ん
の
話
に
よ

、

、

る
と
東
田
川
郡
役
所
に

本
土
防
衛
３
３
９
７
部
隊

が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
は
軍
部
直
属
の
機

関
で
、
学
校
軍
事
教
官
の

指
導
や
、
本
土
決
戦
に
備

え
て
組
織
強
化
を
目
的
に

し
た
。

隊
長
は
、
旧
余
目
町
廻

館
（
現
・
庄
内
町
）
出
身

の
太
田
忠
三
郎
中
佐
で
、

豊
栄
の
日
向
一
夫
さ
ん
の

親
戚
で
あ
っ
た
。

４
、
５
人
の
在
郷
軍
人

が
駐
在
し
、
そ
の
中
に
土

田
さ
ん
の
父
、
好
も
勤
務

し
、
郡
内
の
在
郷
軍
人
会

の
指
導
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
た
よ
う
だ
。

軍
服
と
軍
刀
姿
で
勤
務

し
、
仕
事
の
内
容
な
ど
は

秘
密
で
あ
っ
た
。

土
田
さ
ん
は
、
弟
の
三

郎
治
さ
ん
も
戦
死
さ
れ
た

遺
族
で
あ
り
、
戦
後
は
戦

没
者
慰
霊
碑
の
建
立
に
努

力
さ
れ
て
い
た
。

私
も
秋
田
県
小
砂
川
か

ら
標
柱
や
庭
石
な
ど
運
ぶ

の
を
手
伝
っ
た
。

慰
霊
碑
の
建
立
に
か
な

り
の
私
費
を
投
じ
た
と
思

う
。土

田
さ
ん
は
、
遺
族
会

の
会
長
や
民
生
委
員
な
ど

を
長
く
務
め
ら
れ
た
温
厚

篤
実
な
人
で
あ
っ
た
。

布
川
ム
メ
エ
さ
ん

「
藤
島
町
戦
没
者
追
悼

集
」
に
、
豊
栄
の
布
川
ム

メ
エ
さ
ん
（
長
男
・
幸
治

さ
ん
）
の
文
が
あ
り
、
抜

粋
し
て
紹
介
し
た
い
。

夫
に
も
と
う
と
う
赤
紙

が
来
た
の
で
す
。
夫
は
33

歳
に
な
っ
て
初
め
て
軍
服

を
着
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
、
妻
と
し
て
何
か
可

哀
想
な
気
持
ち
が
し
ま
し

た
。家

を
出
る
と
き
「
母
と

、

子
ど
も
を
頼
む
よ
」
と
２

度
も
３
度
も
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
私
は
た
だ
「
後
は

心
配
し
な
い
で
」
と
言
う

の
が
や
っ
と
で
し
た
。

軍
隊
に
入
っ
て
か
ら
は

ほ
と
ん
ど
便
り
が
な
く
て

心
配
し
て
い
た
ら
、
南
方

戦
線
に
い
る
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。
あ
あ
や
っ
ぱ
り

忙
し
く
て
便
り
も
出
せ
な

い
の
だ
と
、
月
夜
の
晩
な

ど
は
月
を
拝
ん
で
、
夫
の。

無
事
を
祈
っ
た
も
の
で
す

「
お
父
さ
ん
。
早
く
帰
っ

て
」
と
、
頭
を
下
げ
る
子、

ど
も
２
人
を
抱
き
な
が
ら

そ
れ
は
真
剣
な
気
持
ち
で

し
た
。

、

し
か
し
祈
り
も
空
し
く

比
島
の
ル
ソ
ン
島
で
戦
死

し
た
と
の
公
報
が
役
場
か

ら
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

あ
の
時
の
気
持
ち
は
、

筆
や
言
葉
で
は
表
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も

を
抱
き
し
め
、
姑
と
一
緒

に
涙
の
あ
る
限
り
泣
き
ま

し
た
。



健
康
寿
命
は
都
道
府
県

別
で
、
ト
ッ
プ
は
男
性
が

大
分
県
で

・

歳
、
女

73

72

性
は
三
重
県
で

・

歳

77

58

で
し
た
（
２
０
１
９
年
）

（「

」

）。

国
保
新
聞
１
月
１
日

上
位
の
県
で
は
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
秘
策
は
、

「
高
齢
者
の
社
会
参
加
」

を
重
視
し
た
取
り
組
み
を。

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

大
嘘
つ
き

と
ん
で
も
ね
～
悪
い
事

を
し
て
い
る
の
に
メ
デ
ィ

ア
は
静
か
で
す
ナ
～
。
何

か
っ
て
か
。
専
守
防
衛
の、

国
是
を
覆
す
事
を
首
相
が

正
に
国
会
に
か
け
な
い
で

・
と
い
う
事
は
、
国
民
に

内
緒
で
・
だ
。
言
わ
れ
た

よ
う
に
「
防
衛
費
を
増
や

し
ま
す
。
敵
基
地
攻
撃
も

出
来
る
よ
う
に
３
文
書
も

書
き
換
え
ま
し
た
」
と
大

統
領
に
説
明
に
行
っ
た
ん

だ
ヨ
。
首
相
は
大
歓
迎
さ

ナ
。
玄
関
ま
で
迎
え
に
出

た
っ
て
ヨ
。
帰
り
は
、
肩

に
手
を
掛
け
ら
れ
て
共
に

満
面
の
笑
顔
だ
。

▲
防
衛
費
を
倍
に
す
る
事

に
北
朝
鮮
か
ら
は
、
抗
議

の
一
発
だ
と
み
ら
れ
る
と

の
ミ
サ
イ
ル
が
。
中
国
か

ら
は
、
日
本
は
前
の
よ
う

な
軍
事
大
国
に
な
る
ん
だ

か
ら
、
注
意
を
し
な
け
れ

ば
、
と
の
発
言
が
。

▲
３
文
書
と
は
、
米
国
と

一
緒
に
戦
争
で
き
る
法
律

を
作
っ
た
が
、
敵
基
地
攻

撃
が
で
き
る
よ
う
に
国
家

安
全
保
障
戦
略
・
国
家
防

衛
戦
略
に
防
衛
力
整
備
計

画
を
書
き
直
し
た
も
の
。

▲
新
し
い
１
兆
円
を
何
処

か
ら
出
す
か
で
年
前
に
騒

然
と
な
っ
た
が
、
軍
事
費

の
為
の
国
債
は
発
行
し
な

い
と
い
う
原
則
が
反
故
に

ほ

ご

な
っ
た
と
。
と
な
れ
ば
、

み
ん
な
の
家
で
も
国
債
を

買
わ
せ
ら
れ
る
か
も
ヨ
。

最
後
に
は
た
だ
の
紙
切
れ。

に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
も

▲
悪
人
が
私
は
悪
人
で
す

と
は
言
わ
な
い
も
の
で
す

が
、
３
文
書
に
は
、
世
界

で
３
番
目
の
軍
事
費
を
か

ざ
し
な
が
ら
恥
ず
か
し
く

も
な
く
「
軍
事
大
国
に
は

、

な
り
ま
せ
ん
」
と
書
い
て

あ
る
ん
だ
と
。
笑
い
話
と。

い
う
よ
り
大
嘘
つ
き
だ
ぜ

こ
れ
が
、
戦
争
好
き
な
有

識
者
と
言
わ
れ
る
方
々
が

書
い
た
作
文
で
す
ト
サ
。

▲
遠
い
親
戚
よ
り
近
く
の

他
人
が
頼
り
に
な
る
と
も

言
う
ヨ
。
近
く
に
も
行
っ

て
語
っ
た
ら
、
軍
事
大
国

の
心
配
い
ら
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
（
石
川
）

（

）

栄
太
郎
日
本
共
産
党
員

・
羽
仁
五
郎
等
執
筆
『
日』

本
資
本
主
義
発
達
史
講
座

ら
の
独
習
で
あ
る
。

ま
た
さ
ら
に
実
践
と
し

て
、
当
時
結
成
が
盛
ん
だ

っ
た
労
働
組
合
づ
く
り
で

あ
る
。
１
９
３
０
年
全
日

本
教
員
組
合
準
備
会
が
結

成
さ
れ
、
首
切
り
の
小
学

校
教
員
は
１
万
５
０
０
０

名
い
る
と
い
う
最
悪
の
情

勢
だ
っ
た
が
、
拡
大
は
進

ま
ず
、
弾
圧
に
よ
り
１
ヶ。

月
余
り
で
解
散
に
な
っ
た

山
形
県
の
教
育
労
働
組

合
の
結
成
に
つ
い
て
、
俊

太
郎
は
戦
後
発
行
の
論
文

『
山
形
県
教
育
労
働
組
合

』（

）

に
つ
い
て

１
９
４
８
年

に
記
し
て
い
る
。

な
お
副
題

本
県
民
主

︱

教
育
運
動
小
史

が
つ
い

︱

て
い
る
。

１
９
２
８
年
の
夏
頃
か

ら
（
旧
制
）
山
形
高
等
学

、
校
社
会
科
学
研
究
会
に
結

１
９
３
１
年

月
７
日
、

11

ロ
シ
ア

月
革
命
記
念
日

11

に
結
成
し
た
。
ロ
シ
ア
11

月
革
命
記
念
日
は
党
あ
げ

て
祝
福
し
て
い
た
。

１
９
５
０
年
、
ソ
連
共

産
党
が
日
本
共
産
党
内
に

分
派
を
つ
く
る
な
ど
干
渉

が
始
ま
っ
た
。

日
本
共
産
党
は
大
小
、

政
権
党
か
否
を
問
わ
ず
、

平
等
の
原
則
と
各
党
の
自

主
独
立
を
主
張
、
１
９
５

０
～

年
代
後
半
に
か
け

60
。

、

て
論
争
非
を
認
め
さ
せ

こ
の
過
程
で
ロ
シ
ア
革
命

記
念
日
を
祝
わ
な
く
な
っ

た
。

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

党
の
基
礎
に
な
っ
て
い

る
科
学
的
社
会
主
義
（
当

時
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
）
関
係
文
献
の
学

習
、
ま
た
こ
れ
に
導
か
れ

た
政
治
・
教
育
・
文
化
等

、

、

の
文
献
の
学
習
例
え
ば

当
時
大
論
争
で
あ
っ
た
当

面
の
日
本
革
命
は
、
民
主

主
義
革
命
か
社
会
主
義
革

命
か
に
つ
い
て
、
民
主
主

義
革
命
と
論
じ
た
、
野
呂

び
つ
き
、
社
会
科
学
を
身

に
つ
け
労
働
運
動
へ
の
眼

を
ひ
ら
い
た
（
略
）

。

１
９
３
１
年
の
早
春
、

山
高
学
生
組
織
を
仲
だ
ち

に
し
て
、
ま
ず
柏
倉
門
伝

の
高
橋
幸
三
と
小
白
川
下
（

宿
先
）
の
筆
者
が
、
教
育

労
働
組
合
結
成
の
た
め
に

結
び
つ
い
た
。

両
者
の
会
合
は
、
山
高

生
の
指
導
者
一
名
を
加
え

て
俊
太
郎
宅
に
お
い
て
行

わ
れ
た
」。

８
月
の
第
１
回
準
備
に

集
ま
っ
た
同
志
は
、
高
橋

幸
三
・
武
田
竹
男
・
高
橋

卯
門
（
以
下
原
稿
紛
失
。）

以
後
準
備
会
を
重
ね
、

（

国
保
新
聞
』
２
０
２
３
年
１
月
１
日
付
か
ら
）

『

俊
太
郎
と
日
本
共
産
党

③
科
学
的
社
会
主
義
の

学
習
と
実
践

山
高
社

―

研
と
の
結
び
つ
き

戦
時
中
の
俊
太
郎
と
日

本
共
産
党
と
の
関
係
は
、

正
し
く
は
分
か
ら
な
い
。

、

、

し
か
し
党
と
の
関
り
は

１
９
２
８
年
山
形
師
範
学

校
専
攻
科
を
終
了
し
、
同

校
付
属
東
沢
尋
常
小
学
校

に
勤
務
以
降
で
あ
る
。

健
康
寿
命

山
形
県
は

男

・

歳
（

位
）
、
女

・

歳
（

位
）
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75

67
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